
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実習先でＳＶ 

 

 

 

 

 

 

 

【①実習先事業所へのアポ】 

圏域の指定がない場合は、必ず受講者自身から実習先事業所へ連絡をして、アポイントメ

ントをとる。 

 

【②日程調整】 

実習先事業所には課題を持参するため、課題作成の時間も考慮して日程調整を行う。 

 

【③実習指導者への説明】 

実習先で指導を受ける際に、自身のケース概要を伝えながら、自己の支援を振りかえる。

実習先でＳＶ 

予め受講者が記載しておき

ます。 

受講者が書く必要はありま

せん。 

 

予め受講者が記載しておき

ます。 


